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乱流における揺らぎを特徴づける種々の統計量のうち、エネルギースペクトル

は最も重要なものである。３次元の非圧縮（古典）流体乱流においては

Kolmogorovの理論によるE(k)∝k-5/3というべき法則がよく知られているが、波数

全領域におけるスペクトル形はそれほど単純ではない。また、速度差分のn次モ

ーメント<|u(x+r)-u(x)|n>のスケーリング指数は、n>3ではKolmogorov理論より

も小さくなる。これは小さいスケールに行くほど揺らぎが強くなることを意味

している。特に、次数	
 n	
 が大きいモーメントには、場の特異性が強く反映する。

最近の大規模直接数値計算（ＤＮＳ）による結果を参照しながら、スケールの

変化とともにどのように揺らぎの特性が変化するのか、場の特異性との関係は

どのようになっているのかについて述べる。また、乱流場の揺らぎの特性を理

解する一つの方法として、空間次元	
 d	
 に対する依存性を調べる。エネルギース

ペクトル、速度差分の確率密度関数、および場の特異構造が空間次元ｄと共に

どのように変化するかについてＤＮＳとスペクトル理論からの考察を述べる。	
 

	
 


